
た
（
８
月
２５
日
現
在
）。

　

避
難
生
活
が
長
期
化
す
る

中
で
、
現
在
は
就
労
や
教

育
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
な
ど
、

生
活
に
密
着
し
た
ニ
ー
ズ
も

増
え
て
い
ま
す
。
日
本
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
同
盟
は
、
７
月
よ
り
東

京
都
と
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
東
京
都
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避

難
民
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
」
を

開
始
。
避
難
者
が
個
別
に
抱

え
る
問
題
と
行
政
や
民
間
の

支
援
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

役
割
も
担
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と

２０
年
来
の
交
流
が
あ
る
東
京

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
６
月
に
２
万

ド
ル
を
直
接
現
地
に
送
金
。

募
金
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内

の
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子

ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
を
目

的
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ま

た
、
家
屋
を
失
っ
た
人
び
と

へ
の
生
活
支
援
に
活
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
６

月
、
近
年
最
悪
の
季
節
性
洪

水
が
発
生
し
、
北
東
部
の
低

地
を
中
心
に
数
百
万
人
が
孤

立
や
浸
水
被
害
、
食
料
不
足

な
ど
の
困
難
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
は
、
７
月
早
々

に
職
員
や
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
被

災
状
況
の
調
査
お
よ
び
支
援

物
資
の
配
給
な
ど
の
緊
急
救

援
活
動
を
実
施
。
現
地
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
と
長
年
交
流
の
あ
る
東

京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
も
支
援
要
請

が
あ
り
、
皆
さ
ま
か
ら
お
預

か
り
し
た
国
際
協
力
募
金
よ

り
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

７
千
ド
ル
を
緊
急
送
金
し
ま

し
た
。

　

被
災
地
で
は
、
住
居
や
家

財
に
加
え
て
耕
作
物
が
流
さ

れ
、
一
切
の
生
活
基
盤
を
失

っ
た
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
被
害
の

深
刻
度
や
生
活
の
困
窮
度
な

ど
か
ら
受
給
者
を
リ
ス
ト
ア

ッ
プ
し
、
合
計
５
０
０
世
帯

に
米
、レ
ン
ズ
豆
、食
用
油
、

経
口
補
水
液
な
ど
の
支
援
物

資
を
配
給
し
ま
し
た
。

　

熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
の

影
響
下
に
あ
る
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
は
、
国
土
の
３
分
の
２

が
海
抜
５
メ
ー
ト
ル
以
下
と

い
う
低
地
国
。
地
理
的
要
因

　

軍
事
侵
攻
か
ら
半
年
以
上

が
経
過
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

も
、
命
が
け
で
避
難
す
る
人

び
と
へ
の
支
援
が
な
お
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

た
避
難
者
の
来
日

支
援
は
、
こ
の
半

年
間
で
７０
組
１
５

４
人
を
数
え
ま
し

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
首
都
に
あ

る
ネ
ピ
ド
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、

不
安
定
な
社
会
情
勢
と
コ
ロ

ナ
の
二
重
苦
に
直
面
し
、
長

期
に
渡
っ
て
大
幅
に
活
動
を

制
限
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
長

年
の
社
会
混
乱
で
医
療
整
備

が
遅
れ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

は
、
国
民
の
半
数
以
上
が
農

村
で
暮
ら
す
一
方
で
、
病
院

は
都
会
の
限
ら
れ
た
地
域
に

集
中
し
て
い
ま
す
。
貧
困
層

の
た
め
の
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
農
村

診
療
所
」
を
運
営
す
る
ネ
ピ

ド
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
っ
て
も
こ
の
活
動
だ

け
は
維
持
し
続
け
、
無
料
ま

た
は
募
金
程
度
の
診
療
費
で

多
く
の
命
を
守
り
ま
し
た
。

現
在
は
プ
レ
ス
ク
ー
ル
や
ユ

に
よ
り
従
来
自
然
災
害
の
影

響
を
受
け
や
す
い
国
を
、
近

年
で
は
異
常
な
降
雨
量
や
海

面
上
昇
、
巨
大
サ
イ
ク
ロ
ン

の
増
加
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
が

襲
っ
て
い
ま
す
。
東
京
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
が
長
年
支
援
す
る
「
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ｅ
（
経
済
的
な
理
由
か

ら
通
学
で
き
な
い
子
ど
も
た

ち
の
た
め
の
学
校
）」
は
、

約
２
年
の
休
校
を
経
て
よ
う

や
く
再
開
。
多
く
の
生
徒
が

戻
っ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在

も
授
業
時
間
は
制
限
さ
れ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
失
業

し
、
生
活
に
困
窮
す
る
家
庭

も
多
い
中
で
、
教
師
た
ち
は

保
護
者
会
を
定
期
的
に
開
催

し
て
児
童
の
健
康
面
で
の
ア

ド
バ
イ
ス
に
加
え
、
教
育
を

継
続
す
る
重
要
性
を
訴
え
続

け
て
い
ま
す
。

　

６
年
間
の
ア

メ
リ
カ
勤
務
か

ら
日
本
に
戻
っ

て
き
て
ま
ず
実

践
し
よ
う
と
思

っ
た
こ
と
は

「
キ
ャ
ン
プ
的

な
こ
と
を
日
常

で
行
う
」
と
い

う
こ
と
だ
。
２
０
１
３
年
～

２
０
１
９
年
、
東
京—

フ
ロ

ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
１

年
の
３
分
の
１
は
キ
ャ
ン
プ

場
で
生
活
し
て
い
た
▼
キ
ャ

ン
プ
中
は
相
手
を
思
い
や
り

な
が
ら
行
動
す
る
こ
と
が
多

い
。
困
っ
て
い
る
人
が
い
た

ら
助
け
る
、
弱
っ
て
い
る
人

が
い
た
ら
休
ま
せ
る
、
時
に

は
殻
を
破
っ
て
新
し
い
自
分

に
な
る
、
疲
れ
て
い
る
時
こ

そ
ユ
ー
モ
ア
で
乗
り
切
る
、

自
然
も
モ
ノ
も
大
切
に
す

る
、
広
い
視
野
で
周
り
を
見

て
、
勇
気
と
責
任
感
を
持
っ

て
行
動
す
る
等
々
。
そ
し

て
、
ふ
と
我
が
身
を
省
み
て

気
づ
か
さ
れ
る
。
キ
ャ
ン
プ

場
で
は
落
ち
て
い
る
ご
み
を

拾
う
の
に
街
中
で
は
拾
っ
て

い
な
い
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
を
囲
ん
で
い
る
と
素
直

な
言
葉
が
出
て
く
る
の
に
会

議
で
は
本
音
で
語
る
こ
と
が

で
き
て
い
な
い
、
子
ど
も
た

ち
を
前
に
す
る
と
力
が
湧
い

て
強
く
な
れ
る
の
に
事
務
所

の
中
で
は
力
が
出
な
い

…
…
。
自
分
で
も
と
て
も
不

思
議
だ
っ
た
▼
キ
ャ
ン
プ
の

魔
法
は
偉
大
だ
が
、
日
常
で

も
実
践
で
き
る
こ
と
は
あ
る

は
ず
だ
。「
キ
ャ
ン
プ
的
な

こ
と
」
を
ま
ず
は
日
常
か
ら

と
思
っ
て
い
る
。

（
語
学
教
育
・
カ
ル
チ
ャ
ー

　

Ｍ
Ｄ　

池
田
麻
梨
子
）

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

国
際
協
力 

―
コ
ロ
ナ
禍
の
今
もー

ス
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

職
業
訓
練
な
ど
、
従
来
の
活

動
も
徐
々
に
再
開
し
て
い
ま

す
が
、
社
会
不
安
と
物
資
の

不
足
に
よ
る
苦
し
い
状
況
は

続
い
て
い
ま
す
。

　

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、
現
地

か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
６
月

末
に
３
千
ド
ル
を
送
金
。
募

金
は
、
農
村
診
療
所
の
医
薬

品
、
貧
困
６０
世
帯
の
食
料

品
、
生
徒
１
５
０
人
の
文
具

や
教
材
の
購
入
な
ど
に
活
か

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
続
く
中
、
も
と
も
と
社
会
基
盤
の

弱
い
国
や
地
域
で
は
、
そ
の
影
響
が
深
刻
で
す
。
世
界
の
仲
間
を
覚
え
、
東
京
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
は
例
年
９
月
、
そ
の
総
力
を
結
集
し
て
街
頭
で
募
金
を
呼
び
か
け
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
活
動
も
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
今
号
で
は
、
苦
境
に
あ
る
世
界
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
近
況
を
紙
面
を
通
じ
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。	

（
広
報
室
）

戦禍で継続されるアートクラス。アイロンビーズ
で作った作品を手に（クロピヴニツキーＹＭＣＡ）

洪水で床下まで浸水（ビリシリＹＭＣＡ）

支援物資を受け取った若いお母さん

プレスクールが再開。児童数は従来の
７割程度（ネピドーＹＭＣＡ）

募金はコロナの緊急患者を搬送する
「ＹＭＣＡ救急車」のガソリン代にも
用いられた

国際協力募金のお願い
　「地域にとって最もふさわしい活動は、そこに住む人びとが選び取っていくもの」。
　このような考えから、ＹＭＣＡは、地域に根差して活動する現地ＹＭＣＡをサポートすること
で、国際協力活動を行っています。皆さまのご支援ご協力をお願いいたします。

【振込先】
三菱UFJ銀行　神田支店
（普）1185213
公益財団法人東京YMCA
【WEB募金】
クレジットカード払いは
こちら

【お問合わせ】
東京YMCA　国際部
TEL：03−6302−1960
E-mail：�kokusai@toky�

oymca.org

深
刻
な
洪
水
被
害
再
び

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
Y
M
C
A

社
会
情
勢
の
混
迷
続
く

ミ
ャ
ン
マ
ー
Y
M
C
A

支
援
の
フ
ェ
ー
ズ
変
わ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
Y
M
C
A

デイキャンプでは応急処置
の方法も伝えている
（オデッサYMCA）
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〒169−0051
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みつかる。つながる。よくなっていく。

東京YMCA
東京YMCAは、イエス・キリストによって示された愛と奉仕の精神にもとづいて、青少年の精神、知性、身体の全人的成長を
願い、地域社会に奉仕し、公正で平和な世界をつくるための運動を展開する。東京YMCAの使命
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　東京ＹＭＣＡが初めてパートナーシ
ップを結んだのは、北米屈指の大規模
なキャンプ施設を備えたフロストバレ
ーＹＭＣＡ。ニューヨーク州の自然保
護区域内にある、JR山手線一周分に
匹敵する広大な敷地で、民族・言語・
宗教・障がいを問わず誰でも受け入れ
る、地球市民スピリットが地に染み込
んだＹＭＣＡです。
　米国の日本人駐在員が増加した
1970年代、東京ＹＭＣＡの本間立夫
主事がニューヨークに赴任して活動を
開始。現地ＹＭＣＡの協力を得なが
ら、海外生活による疲労やストレスを
抱える在米日本人を対象にキャンプや
水泳、フィットネスなどのプログラム
を展開しました。以来今日に至るま
で、異文化の狭間で暮らす日本人家族
のための活動が継続されてきました。
　「東京−フロストバレーパートナー
シップ」のプログラムの中心は、何と
いってもキャンプです。特に、約２週
間のセッションを４回繰り返すサマー
キャンプは、フロストバレーに常駐す

る東京ＹＭＣＡスタッフと、現地およ
び日本から派遣される青年ボランティ
アが協働でキャンプコミュニティを築
いて大々的に実施。参加した子どもた
ちからは、「同じ境遇の仲間と出会え
て前向きなれた」「日本をもっと知り
たいと思った」などの声が毎回聞かれ
ます。
　コロナの影響を受け、2020年２月
より日本からのボランティア派遣を休
止していましたが、今夏は７人の学生
が渡米し活躍してくれました。

■苦しんだ人の目線で学び考える
―第２回広島YMCAユース平和ミーティング

　７月29日、「第２回広島YMCAユース平和ミーティング」が
オンラインで開催され、国内各地の主に20～３0代の「戦争を
知らない世代」約４0人が参加しました。
　第１部では、在日本韓国YMCA職員の田附和久氏より「もう
一つの戦争」と題するお話がありました。戦国時代から現代に
至る日本と朝鮮の関係、植民地支配や独立運動を経て「在日韓
国・朝鮮人」※となった人びとが歩んだ過酷な人生や生活の様
子など、朝鮮から見た二国間の歴史を知ることができました。
　第２部では、ビデオインタビューの形で在日韓国人被ばく者
のイ・ジョングンさんにお話を伺いました。通勤途中に爆心地
から約1.8m離れた地点で被ばくしたイ・ジョングンさん。日
本に生まれながら、出自を理由に幼少期より友人や担任の先
生、周囲の大人たちから差別を受け、さらに被爆によって「原
爆はうつる」と職場でも不当な扱いを受け、二重の苦しみを経
験しました。80歳まで本名を明かすことのできなかった人生
と、核廃絶に向けて証言活動を行う現在の想いについてお話く
ださいました。
　お二人のお話から戦争の愚かさと恐ろしさ、そして、その中
で実際に苦しんだ方々の目線から学び考えることの大切さを改
めて認識しました。現在ウクライナでは、日夜街中で空襲警報
が鳴り響き、多くの人がいつ自宅が全壊するか、いつ命が奪わ
れるか分からない恐怖に直面しています。戦争が決して過去の
ことではない現実に私たちは真剣に向き合う必要があると感じ
ました。
　このミーティングの翌日、イ・ジョングンさんの訃報の知ら
せを受けました。ご自身の体験を勇気をもって次世代に伝えて
くださったことに感謝し、ご冥福をお祈り申し上げます。
� （総務部　松岡秀実）

※朝鮮戦争（1950−53）、朝鮮半島の南北分断を経て、韓国の国籍をとった「在
日韓国人」もいれば、祖国の分断を受け入れる気になれず「朝鮮人」のままで
いることを選んだ人もいた。誤解されがちだが、「在日朝鮮人」は北朝鮮の国
籍を持つ人を意味するのではない。

　ソウルＹＭＣＡとのパート
ナーシップが結ばれたのは
2000年。最も歴史の浅いパ
ートナーシップである一方、
人的交流を主軸とする活動の
蓄積が、厚い友情と信頼関係
を築いています。
　2002年より双方の小学生
が交互に訪問する「サッカー
交歓会」がスタート。その後、
少しずつ参加者を増やし発展
したこの活動は、現在は「キ
ッズワールドカップ」とし
て、毎年８月にアジア各地の
小学生がスポーツを通じて親
交を深める機会となっていま
す。参加者は例年、宿泊を共
にし、サッカーの他にウエル
カムパーティーやレクリエー
ション、観光などで文化の違いを楽しみます。政治や経済における日
韓対立が深刻化したときも、子どもたちは変わらず交流試合に汗を流
しました。コロナの影響で今夏も中止となりましたが、アジア各地か
ら再開への期待が寄せられています。
　「ソウル―東京パートナーシップ」は、スタッフ間の学びや親交、
スキルアップにも大きな役割を果たしてきました。これまでには、６
カ月間のスタッフ交換研修の実施や、若手のスタッフが新人研修の一
環で訪韓し見識を広めていた時期もあります。過去に民族運動の拠点
となったソウルＹＭＣＡには、運動体としての活力があり、「地域社
会に働きかけていく熱意や積極性に刺激を受けた」と、多くのスタッ
フが帰国後に報告しています。その他、台北ＹＭＣＡを交えて隔年で
開催される「ソウル・台北・東京ＹＭＣＡ指導者協議会（通称：ＳＴ
Ｔ）」では、役員や会員も加わって今日のアジア社会における共通の
課題を協議し、連携の強化が図られています。近年のテーマは、「高
齢社会におけるＹＭＣＡの役割」「北東アジアの平和と安定」「現代社
会におけるキリスト教」など。コロナの状況をみながら次回は台北で
開催される予定です。

　ハワイ島ＹＭＣＡとは、1998年の
パートナーシップ締結以来、子どもた
ちのキャンプ、ユースボランティアの
派遣と受け入れ、シニア層のための「悠
々と行くハワイ」など、幅広い世代を
対象に活動を展開してきました。
　ハワイの美しい海や生物の多様性、
エネルギーやリサイクルなど、環境教
育の要素が組み込まれた現地のプログ
ラムは好評を博し、東京ＹＭＣＡが
1981年から実施する夏季の海外交流
プログラム「ダイナミック・サマー」
の一環で、これまでに多くの子どもや
青年たちをハワイの大自然へと送り出
しました。
　世界で最も巨大な山（マウナロア）、
活発な活火山（キラウエア）、エメラ
ルドグリーンの海や多様な生命がうご
めく熱帯雨林など、壮大な景観を現在
も保持するハワイ州では、独自に「ア
ロハプラスチャレンジ」（ハワイ版Ｓ

ＤＧs）を制定するなど、持続可能な
社会に向けた取り組みも盛んです。
ハワイ島ＹＭＣＡとは、ここ数年活
発な交流が持たれていませんが、今
後ハワイ島の雄大な自然を活かした
新たな協働プログラムの開発が期待
されます。

　日本ＹＭＣＡ基本原則には、「私た
ちは、アジア・太平洋地域の人びとへ
の歴史的責任を認識しつつ、世界の人
びとと共に平和の実現に努めます」と
記されています。中国や韓国にあるＹ
ＭＣＡとのパートナーシップ締結と、
これを基に重ねられてきた数々の具体
的な活動の根幹には、このような認識
があります。
　地域の人びとのニーズに応え、質の
高いプログラムを提供しようと試行錯
誤する北京ＹＭＣＡと協働して３0
年。これまでには、貧困地区にある上
鎮小学校への援助協力や障がい者美術
展の開催、スタッフ研修の定期的な受
け入れなどを実施。北京ＹＭＣＡが受
託運営するウエルネス施設（ＮＯＬＩ
ＴＡセンター）における水泳のコーチ
ング指導では、東京ＹＭＣＡ社会体育
・保育専門学校から派遣された学生た
ちも活躍しました。
　2016年からは、北京の親子を山中
湖センターで受け入れ実施される夏季
キャンプが、「北京―東京パートナー
シップ」の主要プログラムとなってい
ます。これは、「キャンプ文化が根付
いていない中国の子どもたちに、グル
ープ活動や自然に親しむ機会を提供し
たい」という北京ＹＭＣＡからの強い

要望によって始まりました。初回の参
加者は、引率者を含めて11人。その評
判は回を追うごとに広がり、第４回ま
でに参加者90人を数える大キャンプ
に成長しました。キャンプには、東京
ＹＭＣＡの専門学校生もボランティア
として毎回参加し、言葉や文化の違い
に戸惑いながらも「別れの日は色んな
思いが溢れて涙が止まらなかった」「語
学をもっと学びたいと思った」と振り
返るほどの経験を得ています。2019
年７月を最後にコロナの影響で中止が
続いていますが、一日も早い再開が望
まれています。

　貧困問題と向き合うＹＭＣＡとの協
働を目指して、東京ＹＭＣＡがバング
ラデシュＹＭＣＡとパートナーシップ
を締結したのは1990年。以来、洪水
発生時の避難場所となるシェルター建
設や手工芸品制作訓練による女性の自
立支援、少数民族が暮らす地域での診
療所運営、日本と現地の青年たちによ
るトイレ作りのワークキャンプなど、
さまざまな活動を共に重ねてきました。
　過去にワークキャンプに参加したあ
る学生は、「自分の知っているあの人
がいつまでも笑っていてくれるように
と思って日本で生活している」と帰国
後の報告に記しました。これらの活動
を財政的に支えるための街頭募金（１
面）に子どもと立って「なぜ募金が必
要なのか家族で考えるきっかけを得
た」と語った保護者もいます。スキル
や設備など、形あるものばかりでなく、
他者のことや世界へと目を開いていく
体験もまた、このパートナーシップに
よってもたらされているものです。
　バングラデシュが抱える課題の一つ
に、子どもたちの教育があります。初
等教育は完全無償の義務教育とされて

いるものの、多くの児童は家事手伝い
などのため登校を断念。結果として就
職も困難となり、貧困から抜け出せな
いという悪循環が生まれています。こ
うした子どもたちが、仕事をしながら
無理なく学習を継続できるように、バ
ングラデシュＹＭＣＡは柔軟なカリキ
ュラムを持った私設の学校（NFPE：
Non�Formal�Primary�Education）
を国内各所につくり、現在も活動の中
心に据えています。コロナ禍で休校と
なった期間は、教師たちが各家庭を訪
問して学習の継続をサポートしまし
た。東京ＹＭＣＡもこの趣旨に賛同
し、現在再開となった計７校の運営資
金を支援しています。

東京ＹＭＣＡのパートナーシップ
　ＹＭＣＡの「パートナーシップ」とは、異なる国や地域にある２つのＹＭＣＡが、
双方の同意に基づいて形成する長期的な協力関係のことをいいます。現在、世界
120の国と地域に拡がるＹＭＣＡは、それぞれが独自のパートナーシップを海外Ｙ
ＭＣＡとの間に築きながら、継続的な人的交流や地域に根差した国際協力活動を行
っています。
　国や言語、生活習慣や価値観など、さまざまな違いを越えて人と出会い、気づき
変えられ、新しい何かを見出す原動力ともなってきた東京ＹＭＣＡの５つのパート
ナーシップをご紹介いたします。

（広報室）

電文発信者 “ヤマモト”
第２代総主事山本邦之助

本会元副総主事 齊藤　實

資料室の窓から〈116〉
シリーズ

山本邦之助氏
東京ＹＭＣＡ
第２代総主事
（在任　1905～23）
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韓国、日本、シンガポール、台湾、香港など、
アジア各地の小学生がサッカー交流

ソウル・台北・東京のユースが石巻の仮設住宅
や高齢者施設を訪ねた（２013年夏STT）

「ダイナミック・サマー」は、ＹＭＣＡのネッ
トワークを通じてキャンプや語学研修、ホーム
ステイ等を体験するプログラム。訪問先は、ハ
ワイ、ニューヨーク、マサチューセッツ州など

山中湖キャンプでバ
ームクーへン作りに
挑戦。「手作りでき
ると思わなかった」
と大好評だった

新しい制服と教科書を喜ぶNFPEの子どもたち

40周年記念キャンプより。
パートナーシップから世代を超えたつながりが
生まれている

フロストバレーＹＭＣＡ（1979年〜）

バングラデシュＹＭＣＡ（1990年〜）

北京ＹＭＣＡ（1992年〜）

ハワイ島ＹＭＣＡ（1998年〜）

ソウルＹＭＣＡ（2000年〜）

■３年ぶりの全国大会で新記録続出
―第46回全国YMCA少年少女水泳大会

　８月16日～17日、千葉
県国際総合水泳場にて
「第４6回全国ＹＭＣＡ
少年少女水泳大会」が行
われ、国内18のＹＭＣＡ
から179人（うち東京か
らは22人）の選手が参
加しました。
　この大会は、日頃から
国内各地のＹＭＣＡで水泳に取り組むメンバーを対象に毎年開
催されるＹＭＣＡの全国大会です。一昨年度は一つの会場に集
まることができず、緊急事態宣言下にあった昨年度は家族で宿
泊する参加者以外は日帰りに急遽変更。従来通り参加者が一堂
に会して宿泊を共にする大会は３年ぶりとなりました。
　今大会の全体運営を担ったのは東京ＹＭＣＡ。そこに、埼玉
ＹＭＣＡや横浜ＹＭＣＡの運営協力が加わり、大阪ＹＭＣＡや
奈良ＹＭＣＡのスタッフが競技役員を担い、さらに東京ＹＭＣ
Ａ社会体育・保育専門学校の学生も活躍してくれました。
　多くの参加者で賑わう全国大会では、スタート台が高くプー
ルも深い。結果だけに注目すれば、９つもの新記録が出た大会
となりましたが、いつもとは違う環境の中で緊張して実力を出
し切れなかった選手もいたかも知れません。一方で、年齢区分
ごとにレースが行われるこの大会に繰り返し出場している選手
の間には、良いライバル関係や交流が生まれています。今回も
多くの子どもたちが、身近な仲間とだけでなく、全国の仲間と
特別な時間を過ごすことができました。このような経験を10年
間積み重ねてきた選手もおり、10年連続出場の表彰を受けて、
後に続く選手の目標となってくれました。
� （山手ウエルネス　山田嘉之）

■YMCAのある国と地域
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